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二
月
六
日
に
開
会
さ
れ
た
第

一

回
今
帰
仁
村
定
例
議
会
に
お
け

る
、
村
長
の
述
べ
た
村
政
運
営
に

関
す
る
基
本
的
姿
勢
の
提
案
事
項

に
つ
い
て
は
、
広
報
な
き
じ
ん
四
月

号
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
月
号
も
引
き
続
き
、
残
り
の
部

分
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

と
道
路
を
中
心
に
公
共
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

村
道
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

事
業
、
交
付
金
事
業
、
村
単
独
の

起
債
事
業
で
整
備
を
す
す
め
、
集

落
道
、
農
道
及
び
集
落
排
水
、
農

業
排
水
に
つ
い
て
は
、
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
、
続
い
て
中
山

間
事
業
、
現
在
は
集
落
地
域
整
備

事
業
で
継
続
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
村
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
年
度
ま
で
に
十
団
地
八
十
人

戸
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は

需
要
の
動
向
を
見
な
が
ら
建
設
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
と
致
し
ま
し
て

は
、
村
道
中
央
線
、
上
運
天
大
久

保
原
線
を
国

の
補
助
事
業
と
し

て
、
ま
た
、
諸
志
山
釜
原
線
に
つ

い
て
は
、
村
単
独
の
起
債
事
業
と

し
て
引
き
続
き
継
続
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
古
宇
利
横
田
原

線
に
つ
い
て
は
、
北
部
振
興
事
業

で
工
事
が
着
工
す
る
運
び
に
な

っ

て
い
ま
す
。
集
落
地
域
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
度
よ

り
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

度
は
、
農
道
四
条
、
集
落
道

一
条

を
整
備
致
し
ま
す
。
農
道
整
備
に

つ
い
て
は
、
兼
次
農
道
を
引
き
続

き
整
備
致
し
ま
す
。

村
内
に
お
け
る
県
の
事
業
と
し

て
は
、
古
宇
利
大
橋
、
屋
我
地
仲

宗
根
線
、
国
道
五
〇
五
号
線
が

着

々
と
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま

す
。
運
天
港
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
も
本
年
度
も
引
き
続
き
、
本
バ

ー
ス
の
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
つ
い

て
は
県
営
事
業
と
し
て
建
設
で
き

る
よ
う
伊
是
名
村
、
伊
平
屋
村
と

連
携
し
、
引
き
続
き
要
請
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

水
適
事
業
に
つ
い
て

本
村
の
水
道
は
、
簡
易
水
道
の

利
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、
年
々

増
大
す
る
水
の
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
水
道
行
政

の
諸
制
度

の

下
、
施
設
の
整
備
拡
充
を
積
極
的

に
推
進
し
、
水
の
需
要
の
緩
和
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
に
は
、
将
来
の

村
単

一
水
道
を
目
標
に
し
た
天
底

地
区

・
仲
宗
根
地
区
を
統
合
し
た

変
更
許
可
を
申
請
し
、
平
成
十
四

年
度
に
は
、
古
宇
利
架
橋

・
ワ
ル

ミ
架
橋
に
向
け
て
、
接
続
の
出
来

る
箇
所
の
事
業
を
国
庫
補
助
事
業

と
し
て
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も

「断
水
の
な
い
水
道
」

を
目
標
に
施
設
の
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職
員
が

一
体
と

な

っ
て
、
有
収
率
の
向
上
及
び
収

納
率
の
向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
懃
育
の

充
実
に
つ
い
て

学
校
は
幼
児
児
童
生
徒
の
発
達

の
状
況
を
踏
ま
え
て
組
織
的

・
計

画
的

・
継
続
的
な
教
育
を
行

い
、

幼
児
児
童
生
徒
の
発
達
を
促
す
と

い
う
特
質
を
も

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
学
校
教
育
の
特
質
を
念

頭
に
、
系
統
性
の
あ
る
教
育
課
程

を
編
成
し
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
程

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
具
体
的
実
現
に
あ
た

っ

て
は
、
幼
児
児
童
生
徒
が
自
分
の

興
味

。
関
心
の
あ
る
こ
と
に
じ
っ

く
り
取
り
組
み
個
性
や
特
性
を
伸

長
し
、
伸
び
伸
び
と
過
ご
せ
る
楽

し
い
学
校
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
幼
児
児
童

生
徒
相
互
の
好
ま
し
い
人
間
関
係

や
、
幼
児
児
童
生
徒
と
教
師
の
人

間
関
係
を
確
立
し
、
分
か
り
や
す

い
授
業
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
教
育
環
境

の
中

で
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通

建
設
事
業
響
に
つ
い
て

昨
今
の
わ
が
国
の
経
済
、
社
会

情
勢
に
着
目
す
る
と
、
環
境
問
題

の
深
刻
化
、
少
子
、
高
齢
化
、
情
報

化
及
び
、
国
際
化
の
進
展
等
、
大
き

な
変
化
に
直
面
す
る
と
と
も
に
、

バ
ブ

ル
崩
壊
後

の
九
十
年
代
以

降
、
長
期
経
済
停
滞
か
ら
脱
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
本
村
は
復

帰
後
、
村
の
産
業
の
振
興
、
村
民

生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
交
通
安

全
の
確
保
及
び
生
活
環
境
の
改
善
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し
て
、
幼
児
児
童
生
徒

一
人
ひ
と

り
が
か
け
が
え
の
な
い

一
人
の
人

間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
存
在
感

と
自
己
実
現
の
喜
び
を
味
わ
い
、

豊
か
な
表
現
力
を
培
う
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
村
に
お
い
て
は

基
礎

・
基
本
の
確
実
な
定
着

を
図
り

「生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
、

知

・
徳

・
体
の
調
和
の
と
れ

た
人
間
の
育
成
を
目
指
し
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
力
向
上
対
策
を
さ
ら
に
継

続

・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に

新
た
な
学
力
向
上
対
策
に
係

る
施
策
と
し
て
標
準
学
力
検

査
の
充
実
や
読
書
力
診
断
テ

ス
ト
の
導
入
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
幼
児
児
童
生
徒

一
人
ひ

と
り
の
甲
谷
礎
学
力
」
の
定
着

を
図
る
こ
と
を
目
標
に
学
力

向
上
対
策
を
進
め
る
こ
と
を

基
本
的
な
方
針
と
し
ま
す
。

ま
た
、
他
人
を
思

い
や
る
心
、

自
他
の
生
命
や
人
権
を
尊
重
す
る

心
、
美
し
い
も
の
や
自
然
に
感
動

す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
、

社
会
性
を
育
む
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
及
び
健
康
教
育
に
お

い
て
は
、
心
と
体
を

一
体
と
し
て

と
ら
え
、
運
動
や
健
康

・
安
全
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
積
極
的
に
運
動
に
親
し
む
資
質

や
能
力
を
育
て
る
と
同
時
に
明
る

く
豊
か
で
活
力
の
あ
る
生
活
が
営

め
る
よ
う
に
育
成
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
際
化
や
情
報
化
に

対
応
で
き
る
国
際
性
豊
か
な
広
い

視
野
を
持
ち
情
報
活
用
能
力
に
優

れ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
理

科
振
興
備
品
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
、
海
外
青
年
招
致
事
業
を
引

き
続
き
導
入
し
、
学
校
で
の
英
語

教
育
は
も
と
よ
り
夏
休
み
の
小
学

生
英
会
話
教
室
の
開
設
を
計
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
指
導
要
領
に
基

づ
き
本
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ

る
「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
創

意
工
夫
し
た
特
色
あ
る
教

育
、
学
校
づ
く
り
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
完
全
学
校
五
日
制

に
対
応
し
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
行
政
が
連
携
し
子
供

達
が

「生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
学
社

連
携

・
融
合
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

村
立
統
合
中
学
校

の
開

校
に
向
け
て
、
十
三
年
度
に

引
き
続
き
校
合
の
建
設
を
進

め
る
と
と
も
に
、
進
入
道

路
、
屋
内
運
動
場
、
屋
外
環

境
整
備
、
部
室
や
器
具
庫
等

の
建
設
整
備
を
図

っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
校
歌
、
校
章
、
制
服
、

通
学
形
態
等
に
つ
い
て
も
十
五
年

四
月
の
開
校
に
向
け
万
全
を
期
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

機
会
教
育
の
振
興
色

釜
渥
学
習
の
機
遵

に
つ
い
て

今
日
の
社
会
は
、
国
際
化
、
情
報

化
、
科
学
技
術

の
進
展
及
び
少

子
・高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
急
激
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
自
由
時

間
の
増
大
等
を
背
景
に
、
村
民
は

自
己
の
充
実
。啓
発
の
た
め
、
質
。

量
と
も
に
豊
か
な
学
習
の
機
会
を

求
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
村
民

の
多
様
化

・
高
度
化
す
る
学
習

ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
講
座
の
開
設
や
、

社
会
教
育
関
連
事
業
を
展
開
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も

そ
の
充
実
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

と
り
わ
け
平
成
十
四
年
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
星
座
教
室
、
わ
ん
ぱ

く
自
然
探
査
塾
、
家
庭
教
育
学
級
、

婦
人
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
少
年
の
主

張
大
会
等
の
事
業
に
加
え
て
、
昨

年
実
施
し
た
情
報
通
信
技
術
講
習

を
公
民
館
講
座
に
取
り
入
れ
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ

た
社
会
体
育
施
設
等
を
活
用
す
る

な
ど
各
種
大
会
を
開
催
し
、
村
民

が

「
い
つ
で
も

。
ど
乙
で
も

。
だ

れ
で
も
」
学
習
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

胃
少
年
②

健
委
蕃
量
脳
に
つ
い
て

青
少
年
は
、　
一
人
ひ
と
り
が
多

様
な
可
能
性
を
も

っ
た
存
在
で
あ

る
。
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
村
民
の

願
い
で
あ
り
、
そ
の
多
様
な
可
能

性
を
伸
ば
す
こ
と
は
、
家
庭

・
地

域

・
学
校

・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
関
係
者
が
相
互
理
解
を

深
め
、
連
携

・
協
力
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
青
少

年
が
、
現
在
ま
た
は
将
来
に
お
い

て
自
己
実
現
が
図
れ
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
と

と
も
に
社
会
性
を
養
い
、
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
の
変
化
に
主

体
的
に
対
応
し
、
自
ら
の
問
題
や

社
会
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
青
少
年
を
育
成

す
る
た
め
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
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ま
た
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
依
然
厳
し
く
、
非
行
や

問
題
行
動
を
誘
発
し
交
通
事
故
等

も
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
青
少
年
を
守

り
、
青
少
年
が
自
ら
安
全
な
行
動

が
で
き
る
能
力
を
養

い
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
村
青
少
年
健
全
育
成

連
絡
協
議
会

・村
学
力
向

上
対
策
委
員
会

・村
子
供

育
成
連
絡
協
議
会

，
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会

の
組
織

と
連
携
を
深
め
、
深
夜
外

出

。深
夜
徘
徊
防
止
、
交

通
安
全
へ
の
心
が
け
等
の

指
導
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
度

で
十
二
回
を

迎
え
る
ズ
フ
帰
仁
村
ふ
れ

あ
い
少
年
の
翼
」
事
業
に

お
い
て
も
児
重
の
自
主
性
　
　
　
　
よ

及
び
白
発
性
を
育
み
、
リ

ー
ダ
ー
育
成
、
自
然
環
境

の
異
な
る
地
域
の
子
ど
も

ｒ
よ
ユ
肇
ミ
ュ

達
と
の
交
流
、
雪
国
及
び

東
京
で
の
参
観
活
動
を
通
し
て
見

間
を
広
め
る
こ
と
は
大
き
な
学
習

に
な
り
ま
す
。
酒
田
市
少
年
の
翼

の
受
け
入
れ
事
業
と
あ
わ
せ
今
後

と
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

は
、
人
々
の
変
わ
ら
な
い
願
い
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
よ
り
活
発
、

発
展
し
て
い
く
よ
う
に
村
民
が
よ

り
質

の
高

い
芸
術
文
化
を
鑑
賞

し
、
こ
れ
に
参
加
、
ま
た
は
こ
れ

を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
、
よ
り
充
実
し
た

社
会
生
活
が
営
め
る
よ
う

に
公
民
館
講
座
や
村
民
芸

術
劇
場
、
ナ
ー
ク
ニ
ー
大

△
ム
、
文
化
祭
、
ム
ラ

・
シ
マ

講
座
、
企
画
展
、
特
別
展
等

の
事
業
を
今
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま

す
。ま

た
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
整
備
が
図
ら
れ
て

き
た
村
運
動
公
園

の
施
設

を
活
用
し
、
村
民
の
健
康
保

持

・
増
進
を
図
り
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
営
め

る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に

村
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
日
常
生
活

の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、

地
域
社
会
と
連
携
を
密
に
す
る

中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
普
及
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化

ｏ
ス
ボ
Ｂ
ツ
②

婦
綸
典
に
つ
い
て

木
村
は
現
在
、
各
種
伝
統
芸

能
、
ま
た
各
種
サ
ー
ク
ル
で
は

様
々
な
文
化
活
動
が
展
開
さ
れ
る

と
と
も
に
村
文
化
協
会
の
活
発
な

活
動
を
合
め
、
村
民
が
文
化
芸
術

を
創
造

・
享
受
し
文
化
的
環
境
の

中
で
生
き
る
喜
び
を
見
出
す
こ
と

文
化
財
②
調
査
ｏ

整
備
。保
葎
。継
承
。

酒
用
に
つ
い
て

本
村
に
は
、
国
指
定
史
跡
の
今

帰
仁
城
跡
と
天
然
記
念
物
の
諸
志

御
嶽
の
植
物
群
落
を
は
じ
め
、
県

指
定
人
件
、
村
指
定
四
件
を
含
め

遺
跡
や
有
形
、
無
形
の
文
化
財
が

数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
調
査

・
整
備

・
保

存

。
継
承

・
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
今
後
も
積
極
的
に
文
化
財
の

価
値
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
整
備
を
促
進
し
、
地
域
文
化

の
創
造
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
本
村
の
代
表
的
史
跡
で

あ
る
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
の

発
掘
調
査
を
進
め
城
壁
の
復
元
、

駐
車
場
の
整
備
等
の
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

め
わ
り
ほ

こ
れ
ま
で
平
成
十
四
年
度
の
基

本
姿
勢
と
主
要
施
策
を
申
し
述
べ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
執

行
す
る
た
め
当
初
予
算
と
し
て

1一 般 会 計     5,142,236千円

国民健康保険特別会計 1,180,608千円

水道事業特別会計   332,389千円

老人保健特別会計   1,340,851千円

介護保険特別会計   778,620千 円

を
提
案
し
て
お
り
、
そ
の
執
行
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
全
職
員
と

一

体
と
な

っ
て
、
な
お

一
層
の
努
力

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
議
会
議
員
を
は
じ
め
、

村
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
平
成
十
四
年
度
の
提
案
事
項

の
説
明
と
致
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
二
月
六
日

今
帰
仁
村
長
　
仲
里
　
吉
徳

8,774,704千 円総 額



秘
籐
塀
百
人
事
鐸
動

三
日
三
十

一
日
付
け
て
島
犠
光
腱
水
道
調

長
、
螂
朋
嶺
シ
ゲ
子
侃
健
３
睛
課
長
、
王
城
鍵

司
総
絡
謝
運
転
手
こ
瀕
端
理
億
子
侃
健
３
防
課

緑
撻
係
の
四
人
の
店
が
遅
職
さ
れ
ま
し
た
。
優

い
間
六
変
ご
苦
碧
臓
て
し
た
。

ま
た
職
諷
の
遅
職
に
伴
い
四
日

一
日
付
け
て

三
人
の
職
目
を
採
用
し
ま
し
た
。
職
目
の
配
置

は
Ｍ
下
の
と
お
り
で
す
。
（
　
　
）
は
年
前
職

康
保
険
係
）
○
介
護
保
険
係
長

・
島

袋
寛
（福
祉
課
障
害
福
祉
係
）
○
介

護
保
険
係

・
吉
田
邦
子
（福
祉
課
福

祉
係
）
○
保
健
師

。
松
田
竹
央
（新

採
用
）

【福
祉
課
】

○
課
長

・
仲
村
文
治
（住
民
課
長
）

○
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

・
松
田
朝

雄

（農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼

農
地
係
長
）
○
福
祉
係

・
仲
村
美
奈

子

（税
務
課
収
納
係
）
○
福
祉
係

・

上
原

一
也
（保
健
予
防
課
保
健
係
）

○
福
祉
係

・
我
那
覇
隆
文
（住
民
課

国
民
健
康
保
険
係
）

【経
済
課
】

○
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

・

大
嶺
英
恭
（経
済
課
長
）
○
課
長
補

佐
兼
農
政
係
長

・
与
那
嶺
悟
（学
校

教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）

○
農
政
係

・
久
田
友
也
（建
設
課
農

林
土
木
係
）
○
水
産
林
業
係
長

・
立

津
剛
志
（建
設
課
農
林
土
木
係
長
）

○
水
産
林
業
係

・
嘉
陽
宗
典
（新
採

用
）
○
農
業
委
員
会
補
佐
兼
農
地
係

長

・
上
間
恒
章
（福
祉
課
長
補
佐
兼

福
祉
係
長
）
○
農
業
委
員
会
農
地

係

。
久
田
哲
史
（税
務
課
住
民
税
係
）

【建
設
課
】

○
土
木
建
築
係

・
金
城
洋
之
（水
道

課
工
務
係
）
○
管
理
係

・
仲
原
雅
宏

（福
祉
課
福
祉
係
）
○
港
務
係

。
米

須
克
弥
（税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

○
水
道
担
当
主
幹

・
吉
田
清
尊
（福
祉

課
長
）
○
水
道
担
当
補
佐
兼
水
道
業

務
係
長

・
金
城

一
男
（水
道
担
当
補
佐

兼
業
務
係
長
）
○
水
道
業
務
係

・
古

堅
里
美
（水
道
課
業
務
係
）
○
水
道
工

務
係
長

・
山
内
昌
治
（水
道
課
工
務
係

長
）
○
水
道
工
務
係

。
大
城
晋
也
（水

道
課
工
務
係
）
○
水
道
工
務
係

・
金

城
研
（新
採
用
）

【学
校
教
育
課
】

○
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

・
島

瀬
報
用
で
す

よ
う
し
く
お
巨
い
し
ま
す

袋
隆
則
（経
済
課
長
補
佐
兼
農
政
係

長
）
○
学
校
教
育
係

・
諸
喜
田
孝
子

（経
済
課
水
産
商
工
係
）

【社
会
教
育
課
】

○
課
長

・
諸
喜
田
展
生
（税
務
課
長
）

○
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長

・
島

袋
輝
也
（住
民
課
長
補
佐
兼
国
民
健

康
保
険
係
長
）
○
社
会
体
育
係
長

・

宮
里
晃
（総
務
課
秘
書
広
報
係
長
）
○

文
化
財
係

・
玉
城
寿
（住
民
課
戸
籍

住
民
係
）

数
宙
番
目
代
わ
る

村
荻
育
委
員
と
し
て
二
期
八
年

間
、
村
教
育
行
政
発
展
に
御
尽
力

下
さ
い
ま
し
た
小
浜
美
千
子
さ
ん

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
四
月

一
日

付
け
で
大
城
淳
稔
さ
ん

（天
底

一

六
四
）
が
新
し
い
教
育
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
る
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【議
会
事
務
局
】

○
事
務
局
長

・
内
間
繁
樹
（社
会

教
育
課
長
）

【総
務
課
】

○
行
政
係
長

・
小
那
覇
安
啓
（経
済
課

水
産
商
工
係
長
）
○
財
政
係
長

・
営

山
清
己
（企
画
財
政
課
財
政
係
長
）
○

財
政
係

・
金
城
寛
樹
（企
画
財
政
課
財

政
係
）
○
運
転
手

・
沢
眠
安
進
（建
設

課
管
理
係
）

【企
画
振
興
課
】

○
補
佐
兼
む
ら
づ
く
り
係
長

・
小
那

覇
安
隆
（保
健
予
防
課
長
補
佐
兼
保
健

衛
生
係
長
）
○
む
ら
づ
く
り
係

・
儀

保
ル
ミ
子
（福
祉
課
福
祉
係
）
○
企
画

係

・
桃
原
秀
樹
（総
務
課
総
務
係
電
算

担
当
）
○
広
報
公
聴
係
長

・
仲
尾
次

春
喜
（経
済
課
林
業
係
長
）

【住
民
課
】

○
課
長

・
山
城
徳
男
（農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
○
住
民
税
係

。
長
田
光
吉

（総
務
課
出
納
係
）
○
固
定
資
産
税

係

・
田
場
盛
史
（社
会
教
育
課
文
化
財

係
）
○
戸
籍
住
民
証
明
係

・
玉
城
英

子
（学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
）

【保
険
予
防
課
】

○
課
長

・
西
島
郁
夫
（議
会
事
務
局

長
）
○
補
佐
兼
保
健
衛
生
係
長

・
新

里
幸
信
（社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会

教
育
係
長
）
○
保
健
衛
生
係

・
新
川

毅
（建
設
課
港
務
係
）
○
国
民
健
康
保

険
係
長

・
与
儀
多
美
子
（住
民
課
国
民

年
金
係
長
）
○
国
民
健
康
保
険
係

・

島
袋
透
（住
民
課
国
民
年
金
係
）
○
国

民
健
康
保
険
係

・
城
間
み
ゆ
き
（住
民

課
国
民
健
康
保
険
係
）
○
国
民
健
康

保
険
係

・
宮
里
政
有
（住
民
課
国
民
健

水道工務係

金城 石汗さん
保健師

松田 竹央 さん
水産林業係

嘉陽 宗典 さん

大城淳稔さん
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ど
吋

一
コ

【
コ 好満了に

助緩代わる

伴子い

就
任
の
あ
仰
書
つ

村
を
離
れ
て
十
八
年
余
、
都
会

の
雑
踏
の
な
か
に
身
を
お
き
、
わ

が
村
の
静
か
な
た
た
ず
ま
い
に
誘

わ
れ
、
た
ま
の
体
み
に
は
今
帰
仁

に
帰

っ
て
い
ま
し
た
。
激
し
く
移

り
変
わ
る
社
会

・
経
済

の
な
か

で
、
か
た
く
な
に
農
業
を
柱
に
し

た
村
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
遠
く
か
ら
声
援
を
送

小那覇 安優氏

週
毎
の
疹
仰
き
つ

私
は
去
る
二
月
二
十

一
日
付
け

を
も

っ
て
、
助
役
職
を
退
任

い
た

し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
沖
縄
県
が
本
土

復
帰
し
た
昭
和
四
十
七
年
六
月

に
、
今
帰
仁
村
役
場
職
員
と
し
て

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
私

は
、
村
議
会
に
お
け
る
選
任
同
意

を
賜
り
四
月

一
日
鮮
け
で
助
役
に

就
任
し
ま
し
た
。
村
政
に
直
接
参

画
で
き
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
わ

が
村
は
、
「自
然
と
歴
史
と

ロ
マ

ン
に
満
ち
、
躍
動
す
る
村
」
と
謳

い
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
文
化
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
活
力
あ
る
村
づ
く
り
は
、

村
民
か
ら
村
政
運
営
を
負
託
さ
れ

た
村
長
を
先
頭
に
、
役
場
職
員
の

意
識
改
革
は
も
と
よ
り
村
民
が
均

し
く
問
題
意
識
を
共
有
す
る
環
境

奉
職
、
以
来
あ
し
か
け
二
十
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
村
役
場

。
村

議
会

・
村
内
各
種
団
体
、
並
び
に

村
民
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
し
て
、
大
過
な
く
職
責

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

助
役
在
任

（三
期
十
二
年
）
中

に
は
、
村
第
二
次
総
合
計
画
実
施

や
古
宇
利
大
橋
建
設
、
村
立
統
合

中
学
校
建
設
等
、
村
長
の
掲
げ
る

多
く
の
施
策
に
補
佐
役
と
し
て
務

め
、
役
場
職
員
と

一
丸
と
な

っ

て
、
直
接
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き

を
創
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
は
、
二
十
八
年
余
の
農

林
行
政
を
経
験
す
る
な
か
で
、
流

す
汗
が
報
わ
れ
る
行
政
、
農
業

・

農
村
の
発
展
を
担

っ
て
い
る
農
家

の
目
線
で
行
政
を
推
進
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
今
、

私
は
役
場
職
員
の
村
政
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
汲
み
取
り
、
燃
え
る

組
織
集
団
を
創
り
、
村
民
の
目
線

で
の
行
政
推
進
に
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
汗
を
流
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
村
政
推
進
に
対

す
る
ご
協
力
と
ご
指
導

，
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
助
役
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

私
に
と

っ
て
充
実
し
た
思
い
出
の

多
い
職
務
を
遂
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
は
長

い
間
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
よ
る
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
に
後
任
に
は
、
豊
富
な
行

政
経
験
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
前
沖

縄
県
農
林
水
産
部
長
、
小
那
覇
安

優
氏
が
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ど

う
か
、
私
に
寄
せ
ら
れ
た
以
上
の

ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
村
長
を
先
頭
に
今

帰
仁
村
が
益
々
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
、
村
民
皆
様

の
ご
健
勝

を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
退

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大城 勝氏

|

崎
幽
肖邑
鍼
区
長
代
わ
る

玉城区

糸洲 朝秀さん
崎山区

喜屋武加代子さん

四
月

一
日
付
け
で
村
内
二
ヵ

字
の
区
長
が
代
わ
り
ま
し
た
。

字
玉
城
区
で
は
、
新
城
堅

一

さ
ん
か
ら
糸
洲
朝
秀
さ
ん

（玉

城
六
四
三
）
に
字
崎
山
区
で
は
、

金
城
邦
男
さ
ん
か
ら
喜
屋
武
加

代
子
さ
ん

（崎
山

一
二
三
）
に

そ
れ
ぞ
れ
代
わ
り
ま
し
た
。
前

任
の
区
長
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
新
し
い

区
長
の
皆
さ
ん
に
村
民
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

萎
.



村
肉
各
小
中
学
機
で
入
攀
式

（発
金
週
五

制
始
ま
る
）

村
内
七
つ
の
小
中
学
校
で
四
月

人
、
九
の
両
日
入
学
式
が
行
わ

れ
、
小
学
校

一
〇
七
人
、
中
学
校

二
四
四
人
の
新

一
年
生
が
入
学
し

ま
し
た
。

今
帰
仁
小
学
校
で
は
、
在
校
生

や
先
生
、
父
母
な
ど
大
勢
の
方
々

の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
入
場
、
校
長

先
生
や
生
徒
会
代
表
の
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
新

一
年
生

全
員
で
コ

年
に
な

っ
た
ら
」
の
歌

を
大
き
な
声
で
歌

っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
各
小
学
校
別
の
新

一
年

生
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲今ザ討ニノよヽ学校の入学式

兼
次
小

今
帰
仁
小

天
底
小

湧
川
小

古
宇
利
小

一
七
人

五
五
人

三
四
人

七
人

四
人

▲兼次中学校の入学式

こ
の
ほ
ど
役
場
前
十
字
路
に
、

仲
宗
根
区
交
通
安
全
区
民
の
会
に

よ

っ
て
、
交
通
安
全
の
人
形
が
建

て
ら
れ
運
転
手
や
歩
行
者
に
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

同
会
は
、
毎
朝
児
童

・
生
徒
の

登
校
時
に
役
場
前
や
、
そ
の
他
区

役
場
前
十
字
路

の
県
道
沿

い

に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ベ
ゴ
ニ
ア

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
花
が
植
栽
さ
れ

た
花
壇
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
村
内
の
美
化
浄

化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
今
帰
仁

城
跡
道
路
周
辺
の
清
掃
及
び
花
の

植
栽
、
ま
た
役
場
前
の
交
差
点
に

も
花
垣
づ
く
り
を
通
し
て
、
き
れ

い
で
美
し
い
今
帰
仁
村
の
観
光
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｏ
Ｃ

Ｖ
Ｂ

（沖
縄
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
）
や
村
補
助
を
受

け
て
村
商
工
会
に
よ

っ
て
施
工
さ

れ
ま
し
た
。

内
の
交
差
点
で
子
供
た
ち
の
安
全

を
見
守
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
日
頃
の
ご
指
導
に
感
謝

ぞ

ざ

琶

を
込
め
て
今
帰
仁
小
学
校
の
児
童

よ
り
、
手
作
り
の
表
彰
状
や
花
束

が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

▲花で訪れる人を温かく迎える
(城跡入口)

▲道ゆく人の目を楽しませる花 (役場前交差点)

『その選反おし逮な
瞳が見つめてる」

轟

▲交通の安全を見守る人形

,I

⑤
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今
帰
仁
の
グ
ス
ク
を
歩
く
●

謝
名
に
は
多
く
の
縄
文
遺
跡
が
眠
る
。
豊

饒
な
大
地
が
人
を
育
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
小
字

西
仲
原
や
大
島
原

一
帯
で
は
土
器
や
石
器
な

ど
が
多
く
拾
わ
れ
て
い
る
。

グ
ス
ク
時
代
の
遺
跡
は
診
療
所
裏
の
丘
と

大
島
原
の
丘
陵
の
二
つ
あ
り
後
者
は
規
模
も

大
き
く
丘
陵
南
側
で
は
貝
塚
が
堆
積
し
長
期

に
わ
た
る
営
み
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
島
原
の
頂
上
に
は
お
宮
が
設
置
さ
れ

丘
陵
全
体
が
御
嶽
と
な
る
。
こ
の
丘
陵
の
南

側
に
集
落
が
所
在
し
、
乙
羽
岳
か
ら
の
山
裾

と
の
間
に
で
き
た
低
地
に
流
れ
る
シ
カ
ー
か

ら
の
豊
か
な
水
源
を
利
用
し
て
か
つ
て
は
美

田
が
広
が

っ
て
い
た
。
今
で
も
前
田
原
の
地

名
に
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
丘
陵
が
グ
ス
ク
時
代
に
ど
の
よ
う
な

機
能
で
あ

っ
た
の
か
は
調
査
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
丘
陵
の
北
側
後
背
地
を
グ

ス
ク
ン
シ
リ
ー
と
呼
称
す
る
こ
と
な
ど
を
考

え
る
と
、
周
辺
に
所
在
す
る
グ
ス
ク
と
同
様
、

集
落
の
拠
点
と
し
て
あ
る
い
は
城
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今

も
小
字
名
や
埋
も
れ
た
過
去
の
遺
物
か
ら
謝

名
の
豊
か
な
農
村
風
景
を
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（文
化
財
係
　
宮
城
　
弘
樹
）

送

辺

支

援

車

爾

贈

塁

式

紐
禽
編
祉
協
議
会
が

送
迎
車
を
導
入

日
本
財
団
よ
り
の
助
成
と
村
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
寄
付

金
等
を
活
用
し
、
村
社
協

へ
送
迎

支
援
車
が
配
車
さ
れ
た
。

日
本
財
団
で
は
社
会
福
社
の
増

進
に
寄
与
し
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
福
祉
車
輌
の
支
援
を
行

っ
て
い

る
も

の
で
今
回
は
、　
一
、
人
六

九
、
○
○
○
円
の
助
成
金
が
社
協

へ
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
村
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
実
行
委
員
会
よ
り
七
〇

〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
の
寄
付
が
あ
り
、

仲
里
吉
徳
大
会
長
よ
リ
ゴ
ー
ル
デ

ン
キ
ー
が
社
協
会
長

へ
手
渡
さ
れ

た
。
会
長

の
上
間
敏
雄
さ
ん
は

「皆
様
の
善
意
に
よ
り
送
ら
れ
た

こ
の
送
迎
車
を
活
用
し
福
祉
向
上

に
努
め
ま
す
」
と
お
礼
を
の
べ
た
。

▲新車の前で喜ぶ職員たち

名

♂

凸グスク・遺跡等
水田跡

*祭祀遺跡等
o   l∞    Жx〕

-

～5月は赤十字社員増強運動月間～

―すべての人々に人間の尊厳を一

赤十宇運動国際テーマ

日本赤十字社沖縄県支部今帰仁村分区

今帰仁村役場・福祉課

お閣い合わせ 56‐4189

■

5月は自動車税の納期です
自動車税は県民の福祉はもちろん道路の整備など

身近なところで役だっていま

納期限をお忘れなく、

納期内に納めましょう

お問い合わせ

自動車税事務所

平成14年度
調理師試験準備請習会

講習 日程
■北部地区 :21世 紀の森体育館 (1階 会議室)13時 ～ 17日寺

5/23(本 ) 5/30(木) 6/6(木 ) 6/13(木)6/20(木 )6/27(木 ) 7/4(本 )

衛生法規 公衆衛生学 食品衛生学 栄養学  食品学   は譲辞儡 )

※詳しくは県母子寡婦連合会/TEL.0988664099
村会長/西平良子 TEL 56 4926
社会福祉協議会/仲本昭子 TEL 56 4742
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仲間と一緒に心も体もリフレッシュしてみませんか?

,育児や家事に追われ、忙しい毎日を送っていて、自分の時間がない。

・自分自身を見つめ直してみたい。

・忙しい毎日でもリラックスする時間が欲しい。

などなど―。

1.場 所 :今帰仁村保健センター

2.参加費 :500円 (おやつ、教材費として)

3.対象者 :0～ 3歳児までの子をもつ母親 (定員16名)

4.申 し込み締め切り:平成14年 5月 %日 (金)

お問い合わせ :今帰r卦寸保健センター (保険予醐

電話 :5併1234廟屹

'め

日程

1轟

日 程 時 間

1 5月 28日 (火 ) 午後 1引 5～ 3:30

2 6月 4日 (火 ) 午後 1:15～ 3:30

3 6月 11日 (火 ) 午後 1引 5～ 3:30

4 6月 18日 (火 ) 午後 1判 5～ 3:30

5 6月 25日 (火 ) 午後 1引 5～ 3:30

新
し
い

母
子
保
健
推
進
委
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

兼次担当

玉城 千亜樹

仲尾次担当

営銘 廣美

平成14年度 狙六病予防注射のお知らせ
狂犬病は、犬をはじめ、人間を含めた多くの動物も感染しこ発病すると100%死んでしまう怖い病気です。
狙犬病からあなたの犬や家族を守るため.生涯 1回の登録と毎年 1回の狂犬病予防注射を受けましょう。

今  泊午前 9:00-´ 9:40

兼  次午 前 9:50-10「 15

午 盲110:25´ ヤヽ10:50 諸  志

与那嶺

仲 尾次

午後 1 :00-1 :30 崎  山

平  敷

午後 2:15かヤ2:40 越  地

午後 2:50-3:15 謝  名

午後 3:25-3:50    1    玉  城

午後 4:00-4:25

5月 23日 (木 )

午前 11:00-11:25

午 前 11:35-12t00

午後 1 :40-2:05

呉 我 山

Ⅲ■il黎 ■十 1'

5月 24国 (当苫)

午 前 9:00-9:40
年 前 9:50-ヤ 10:15 天  底

午 前 10:25-ラ 10:50 勢理客

午 前 11:OO-11'25 運  天

午 前 11:35～ 12:00 上運 天

年後 1 :15^ラ 2:00 古宇利

午後 3:OO-3:25 渡喜仁

午後 3:3き～ 4:25 仲 宗根

午 前 9:00～ 9:30 1 今 泊 公 民 館

午 前 9:40^ン 10:00 与 那嶺 公民館

仲 宗根 公民館午 前 10:10-10:40

午 前 10:50^レ 11:10 天底 公民館

6月 25日 (りく)

午 前 11:20-´ 11:50 湧 川 公民館

狂犬病予 防注射済票交付 手数 料

犬の■犬病予 防注射 手数 料

550円

2,450円

合 計 3,000円

※まだ、登録を済ませていない方は登録手数料が必要です。  犬の登録手数料 3,000円 (生涯 1回 )

お問い合わせ:今帰仁村役場 保険予防課 (役 場庁舎内)TEL 56 2101(代 表)

日程表

モレ犬

FT巧 7「下馬T~;:〒・il「 TTTi耳
='・

‐
i

料金表
が■議譲講Ⅲif翼

=手
上Iゴニ子込 彎Ⅲ墾曇生!JI Ⅲず●til
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村営住宅にあき家が発生した場合の

平成13年度のあき家入居候補者の有効期間が平成14年 6月 30日

をもって終了します。
つきましては、平成14年度のあき家入居候補者を次の要領で募

集します。

あき家入居候補者とは

あき家入居候補者とは、有効期間の1年以内にあき家が生じた

場合に入居できるという制度で、あき家が出ない場合には、無効

になります。

(2)提 出する書類

①住宅入居申込書

②所得を証明するもの (平成13年 1月 ～12月 までの1年分)

③納税証明書 ④扶養証明書 ⑥住民票謄本 (世帯全部の写し)

⑥その他
*②所得を証明するものについては、同居する (村営住宅に入

居しようとする)も のの中で、18歳以上の方は全員必要です。

申込資格

次のすべてに該当する方に限ります。

(1)現 に同居 し、又は同居 しようとする親族 (婚姻届を出して

いないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者、その他婚姻の

予定者を含む)があること。

(2)月 収額 (同居親族の合算 した所得)が次に定められた基準

以下であること。

①入居者親族の過去1年 間における所得金額の合計から定め

られた金額を控除した額を12月 で除した計算後の所得月収

額が20万円以下であること。

(3)現 に住宅に困窮していることが明らかな者であること

(4)本籍又は、申込日現在以前に6カ 月以上住所を有する者

選考方法

(1)書 類審査及び実態調査を行い、募集戸数を超える場合は申

し込み者を集めて抽選を行う。

有効期間 (あ き家入居候補者として登録される期間)

平成14年 7月 1日 から平成15年 6月 30日 まで

*詳 しいことは、村役場総務課までお問い合わせ下さい。

盗 56‐2101

募集戸数

●湧川団地     1戸
0天底団地     2戸
0今帰仁団地 (平敷)2戸
●兼次団地     耳戸

●与那嶺団地    1戸

●勢理客団地   1戸
●勢理客第 2団地 1戸
0謝名団地    1戸
0山岳団地    2戸
0玉城団地    2戸

申込方法

(1)受付期間及び場所

☆平成14年 6月 3日 (月 )か ら同年6月 17日 (月 )ま で

ただし、募集定員に満たない場合、随時受付けます。

☆午前9時から午後5時 までの間、総務課で受付けています。

ただし、土、日、祝祭日は休みとなっていますので御了承下さい。

行 政 樋 譲 運 .闘 墓穏 盈O-26園
相談 日 平成 14年 5月 22日 (水 )

村には曽様の様々な悩みにお答えするための相談窓目があります。
相談は無料で秘密は守られます。お気軽にご相談下さい。

○ 法律相談

(相談員)玉  城 崇 男 弁護士

○ 人権相談

(相談員)地 元人権相談員

島 袋 輝志雄 Te1 56… 3224

Tc1 56‐2716

Te1 56‐2183

Te1 56‐2127

子

穂

子エ

勝

茂

ス

花

輪

田喜

謝

三

諸

「 6月 1日 は人権擁護委員の日」

○ 行政相談

(相談員)新  垣  侃 Te1 56‐ 3148

と き 平成14年 5月 15日 (水)10時～15時

ところ 村コミュニティセンター

法律相談及び行政相談 (無料)|よ 隔月 (奇数月)の第 3水
曜日に行われます。どうぞご利用下さい。

先
月
号
の
十
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

（有
）
金

星
興
産
、
（有
）
金
良
建
設
は
（株
）
の
誤
り
で

し
た
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

|

お詫び

い
に
　

寄

　

徹

村
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

○
嶺
井
政
明
さ
ん

（湧
川
二
〇
二
人
）
よ
り
母
、
ウ
ト
様

の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
与
那
栄
子
さ
ん

（天
底
二
九
人
）
よ
り
夫
、
登
安
様
の

香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
渡
嘉
敷
千
鶴
子
さ
ん

（那
覇
市
泊
三
上

上
一〇
）
よ
り

夫
、
正
之
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
今
帰
仁
中
学
校

・
生
徒
会
よ
り
募
金
活
動
で
集
め
た
七

万
九
千
人
百
十
七
円

○
新
城
美
津
子
さ
ん

（今
泊
三
二
人

一
）
よ
り
車
椅
子
借

用
に
よ
る
お
礼
と
し
て
、
五
千
円

○
島
袋
吉
太
郎
さ
ん

（諸
志

一
三

一
）
よ
り
母
、
マ
ツ
様

の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
山
城
金
長
さ
ん

（玉
城
十
七
）
よ
り
母
、
フ
ジ
様
の
香

典
返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
後
記

☆
四
月
の
人
事
異
動
に
伴

っ
て
わ
た
し
が
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
を
撮
る
の
は
、
「下
手

な
鉄
砲
も
数
打
て
ば

・
・
・
。
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

あ
る
け
れ
ど
、
文
章
を
書
く
の
が
大
の
苦
手
な
わ
た
し

に
と

っ
て
は
、
悪
戦
苦
闘
の
連
続
に
な
り
そ
う
で
す

☆
今
月
号
か
ら
表
紙
が
カ
ラ
フ
ル
に
な
り
ま
し
た
、
写

真
で
し
か
表
せ
な
い
、
い
る
ん
な
色
が
あ
り
、
肉
眼
で
は

見
え
な
い
表
現
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
（サ
ン
ダ
ン
カ

・

呉
我
山
）

☆
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
、
多
方
面
に
わ
た
り
情
報
を

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
る
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
　

Ｎ
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木

1

2

○リハビリ

○リハビリ

21火

22水
23木
24金
25土
26日
27月
28火
29水
30本
31金

○リハビリ

○リハビリ

○日脳 (幼児)(1み 30～保健センター
)

○ゆいま―る (運天)

3 憲法記念日

4
5 こどもの日

6
日

月

水

金

土
国民の祝日

振替休日
健康相談 000～ 1み00 保健センター)

○狂犬病予防注射 (西地区)

○デイケア
○ゆいま―る (仲尾次)

O狂犬病予防注射 (束地区)

Oゆいま―る (渡喜仁)

○第12回 やんばる駅伝競走伊江島大会

O漁協朝市

O健康相談 (弘00～ 1分00 保健センター)

OⅡ 期リフレッシュママ教室①8
9

7 ○区長会
○ゆいま―る (与那嶺)

○ゆいま―る (呉我山)

火

水

木

11土

10金

12日

13月

14火
15水

16木

17金

18土

19日

20月

○学対総会
○日脳 (小学 4年生)(la30～ 保健センター)

○ムラ ンマ講座
○乳児健診 (1&20～ 保健センター)

○漁協朝市

○健康相談 (徴00～ 12ЮO 保健センター)

○ゆいま―る
○ソフトテニス教室 (～ 17日まで)

○麻疹 (lZ30～ 保健センター)OI期フレッシュママ教室③

○リハビリ
○ゆいま―る (古宇利)

○セリ市 (1∈ 30～ )

○離乳食実習 (1&30～ 保健センター
)

○ゆいま―る (今泊)

○日脳 (幼児)(lZ30～  保健センター)

土

4

2
3

5

O第 20回村ソフトボール大会 (9:00～ 村運動公園)

日

月
O健康相談 (徴00～ lZ00 保健センター)

6月 /水無月

1

火

OⅡ期リフレッシュママ教室②
Oゆ いま―る (与那嶺)

○区長会
○リハビリ

O健康相談 (弘00～ 1多00 保健センター)

○村育英会 青少脇・村公進総会

募集要領 (21世紀の創造)

,雪与
=I雪

章
すべての村民|こ年齢、性月」を問わず新しい空間づ<りのストーリーを募集し、

今帰仁村立中学校統合後跡地利用審議会12反映させることを目的とする。

Ⅲ
=す

{=,諄 i

所定の用紙は各行政区の区長叉は企画振興課|こ ありますので、

あ要事J員 を記入し郵送叉 Ek、 持参して下さい。

rⅢ■症Ⅲ器
平成14年 5月 1日 (水)～ 6月 30日 (日 )

|I Ⅲril,■ ,11■iⅢ

今帰仁村役場 企画ケ辰興課 (諸喜田)

寺節本にご協力を拳

水

6
7 金

○歯科相談 (1翫 00～ 保健センター)

○字PTA会長子ども育成会長等研修会
○日脳 (幼児 。もれ)(1多 30～保健センター)

木

8 ○ムラ ンマ講座
土

昨年の十月以降少雨傾向が続き、水事情が厳しくなつています。

綸水制限を回避するため、こ協力をお願いします。

1,洗濯は、ためすすぎで行いましょう。

2.シャワーは、短時F翻で入りましょう。

3.食器洗い等は、容恭に水をためて洗いましょう。

4.厳磨きは、コップに汲んで行いましょう。

5.洗車は、バケツ等に汲んで行いましょう。

一 沖縄県・今帰仁村一

0 琴葉。

〒9050492 今帰仁村字仲宗オ長219番地 TEし 562101(内線 :127)
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義がもう鱈

海援隊・ トーク&ラ イブが沖縄県教職員共済会と、村との共催で4月 13日 に村民体育館で開催

されました。テレビドラマ「三年 B組金八先生」で、先生役として大活躍の人気者、武田鉄矢さん

が来るということで立ち見が出るほど多くのファンがおしよせて会場が満員になり、そして盛大な

拍手に迎えられてコンサートが始まりました。

今回のステージは、トーク&ラ イブとのことで、大ヒット曲、「贈る言葉」。「思えば遠くへ来た

もんだ」。「母に捧げるバラード」など心やさしい歌と曲の間の語りでは、武田鉄矢さんの冗舌なト

ークに腹を抱えるほど爆笑し、いまは亡き母のエピソードではヽ涙ぐんだり・・ 。大きな感動に包

まれて楽しいコンサートが終わりました。

・・・信 じら択ぬと 瑛 くよりも 人を信 じて 傷つくほうがいい 。・・
(賭 る言葉 より〉

」I'(・

J
編集発行 :今帰仁村役場企画振興課広報 ,公聴係 〒9050492 沖泄L県今帰仁村字仲宗根219 電話 (0980)5(12101 日J刷 :1中縄高速印刷株式会社
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